
出
典
―
『
光
明
讃
歎
』
、
京
都
市
左
京
区
公
安
院
よ

り
昭
和
30
年
10
月
26
日
に
発
行
。
菱
田
隆
道
上
人
の

十
三
回
忌
記
念
と
し
て
、
同
上
人
の
遺
文
を
収
録
。

そ
の
一
～
一
七
頁
に
掲
載
。
復
刊
本
も
有
り
。

菱
田
隆
道
―
一
八
六
六
～
一
九
四
三
年
。
浄
土
宗
公

安
院
第
三
十
三
世
。
明
治
28
年
イ
ン
ド
か
ら
帰
朝
さ

れ
た
弁
栄
上
人
と
京
都
に
て
初
対
面
し
、
そ
れ
か
ら

の
深
い
ご
縁
の
方
で
も
あ
り
、
弁
栄
上
人
没
後
も
光

明
主
義
の
た
め
身
命
を
捧
げ
た
方
で
あ
る
。

以
上
編
者
付
記
、
以
下
筆
記
者
の
記
述
で
あ
る
。

菱
田
隆
道
上
人
筆
記

中
井
常
次
郎
氏
筆
記

潮
田
藤
左
右
衛
門
氏
筆
記

　50

弁
栄
上
人
知
恩
院
最
終
法
話　

そ
の
一

大
正
九
年
十
月
十
六
日
よ
り
五
日
間

に
渡
っ
て
、
京
都
知
恩
院
に
お
け
る
別
時
念
仏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
当
地
に
お
け
る
弁
栄
上
人
最
終
の
法
座
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
、
そ
の
法
話

の
内
容
を
三
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
筆
記
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
こ
で
、
そ
の
三
者

出
典
―
『
乳
房
の
ひ
と
と
せ
』
下
巻
、
和
歌
山
市
無

憂
園
よ
り
昭
和
18
年
12
月
15
日
に
発
行
。
筆
者
、
中

井
常
次
郎
氏
に
よ
る
弁
栄
上
人
法
話
聞
書
並
び
に

随
行
記
。
そ
の
二
三
八
～
二
六
七
頁
に
掲
載
。
本
年

三
月
、
そ
の
聞
書
箇
所
な
ど
を
主
に
抽
出
し
た
『
山

崎
弁
栄　

光
明
主
義
講
話　

大
悲
の
こ
と
ば
』
が
出

版
さ
れ
て
い
る
。

中
井
常
次
郎
―
一
八
八
八
～
一
九
四
六
年
。
京
都
帝

国
大
学
工
学
部
機
械
科
講
師
。
大
正
8
年
に
弁
栄
上

人
と
出
会
い
深
く
帰
依
し
、
弁
栄
上
人
没
後
、
講
師

を
辞
し
光
明
主
義
宣
布
に
身
命
を
捧
げ
た
。

以
上
編
者
付
記
、
以
下
筆
記
者
の
記
述
で
あ
る
。

出
典
―
『
ひ
か
り
』
三
八
六
～
三
八
七
号
（
平
成
2

年
１
～
3
月
号
）
に
「
弁
栄
上
人
知
恩
院
最
終
講
話
」

と
し
て
掲
載
。
筆
記
録
は
財
団
法
人
空
外
記
念
館

蔵
。

潮
田
藤
左
右
衛
門
―
筆
記
録
表
紙
に
山
本
空
外
上

人
筆
に
よ
る
付
記
に
「
奈
良
県
御
所
市
玉
手
潮
田
和

之
氏
の
祖
父
、
大
正
十
年
十
月
、
三
十
六
歳
没
」
と

あ
る
。
そ
の
他
は
不
明
。

以
上
編
者
付
記
、
以
下
筆
記
者
の
記
述
で
あ
る
。

の
筆
記
を
対
照
、
も
し
く
は
互
い
に
補
完
で
き
る
よ
う
三
段
に
分
け
、
弁
栄
上
人
の
御

法
話
の
全
容
に
な
る
べ
く
多
く
触
れ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
照
合
し
や
す
い
よ
う
に
、
空
行
を
加
え
、
ま
た
筆
記
の
分
量
に
よ
り
、
高
さ

を
調
整
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
編
者
の
挿
入
は
〔　

〕
内
に
表
記
し
て
い
ま
す
。 ひ

か
り
編
集
室
　

　
　
金
田
昭
教

新
発
見
光
明
資
料
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大
正
九
年
十
月
十
六

日
よ
り
五
日
間
、
知
恩

院
勢
至
堂
に
て
弁
栄
聖

者
を
導
師
と
し
て
念
仏

三
昧
会
あ
り
。
結
衆
一

同
心
よ
り
御
慈
悲
の
光

に
う
る
お
い
し
が
、
思

い
き
や
聖
者
は
四
十
日

後
に
浄
き
御
国
に
帰
り

給
わ
ん
と
は
。

　

今
古
き
ノ
ー
ト
を
見

る
に
つ
け
、
こ
れ
が
最

後
の
京
都
の
御
説
法
と

思
え
ば
い
と
ど
〔
＝
ま

す
ま
す
〕
当
時
が
懐
か

し
く
、
こ
れ
を
空
し
く

筐き
ょ
う

底て
い

〔
＝
箱
の
中
〕
に

措
く
に
忍
び
ず
、
心

こ
こ
ろ

覚お
ぼ

え
の
ノ
ー
ト
を
頼
り
に

再
度
整
理
を
完
了
し

て
、
こ
こ
に
光
明
の
友

に
捧
ぐ
。

昭
和
八
年
十
二
月
四
日

聖
者
御
祥
忌
日末

弟
隆
道
記

知
恩
院
勢
至
堂
別
時
念
仏
三
昧
会
略
記

大
正
九
年
十
月
十
六
日
よ
り
同
月
二
十
日
に
至
る
祖
山

勢
至
堂
に
於
け
る
山
崎
上
人
御
指
導
御
別
時
の
概
要

　

別
時
中
時
間
割

一　

午
前
四
時
半	

起
床　

　
　

		
	

	

一
番
廊
鏡

一　

同
五
時　

		

入
道
場

　
　

		
	

	

二
番
廊
鏡

一　

同
六
時
半		

朝
食

一　

同
八
時	

	

入
道
場

一　

同
九
時
半		

休
息

一　

同
十
時	

	

講
話

一　

正
午	

	

中
食

一　

午
後
一
時　

	

入
道
場

一　

同
二
時
半		

休
息

一　

同
三
時	

	

講
話

一　

同
五
時	

	

晩
食

一　

同
五
時
以
後	

入
浴
男
女
交
番

一　

同
七
時	

	

信
仰
座
談
会
、
雪
香
殿
に
於
て

　
　

	

以
上

　

注
意

一
、
御
別
時
は
真
剣
な
る
事
。
昔
の
行
者
は
別
時
中

は
衣
を
改
め
心
を
俗
事
よ
り
離
し
て
専
心
に
徹

夜
に
て
念
仏
さ
れ
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

　
〔
大
正
九
年
〕
十
月
十
六
日
よ
り
二
十
日
ま
で
、
京
都
の
知
恩
院
山
内
、
勢
至

堂
で
五
日
間
の
別
時
念
仏
三
昧
会
が
開
か
れ
た
。

　

九
月
三
十
日
に
、
上
人
は
山
陰
地
方
へ
伝
道
に
赴お
も
むか
れ
る
と
て
京
都
を
通
ら
れ

た
。
自
分
は
松
井
君
と
京
都
駅
で
上
人
を
迎
送
し
た
。
蚊か

野の

仙
次
郎
氏
は
二
条
駅

か
ら
随
行
し
た
。
帰
京
後
、
蚊
野
氏
は
上
人
を
非
凡
な
方
だ
と
感
じ
た
事
に
就
い

て
、こ
ん
な
話
を
し
た
。上
人
は
、ど
う
し
て
私
の
前
半
生
を
御
存
知
で
あ
っ
た
か
。

車
中
、上
人
は
私
に
「
そ
う
い
う
場
合
、ア
メ
リ
カ
で
は
ユ
ウ
シ
イ
と
い
う
で
し
ょ

う
」
と
仰
っ
た
。
そ
の
時
、
蚊
野
さ
ん
は
ド
キ
ッ
と
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

著
者
で
さ
え
こ
の
時
ま
で
、
懇
意
な
蚊
野
さ
ん
が
、
若
い
時
に
ア
メ
リ
カ
で
働

い
た
事
が
有
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

　

十
月
十
五
日
、
上
人
を
お
迎
え
す
る
為
に
自
分
は
二
条
駅
へ
行
っ
た
。
ま
だ
誰

も
来
て
い
な
か
っ
た
。
御
着
車
の
時
刻
が
近
づ
き
、
信
者
は
次
第
に
集
ま
っ
た
。

　

汽
車
は
着
い
た
。
上
人
は
現
れ
た
。
一
同
は
供
を
し
て
恒
村
医
院
に
落
ち
着
い

た
。
直
ち
に
二
階
の
仏
間
で
半
時
ば
か
り
共
に
お
念
仏
を
申
し
た
。
そ
れ
か
ら
お

話
が
あ
っ
た
。

　

十
六
日
、
三
昧
会
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
日
、
大
学
は
遠
足
日
で
あ
っ
た
。
そ
れ

で
自
分
は
終
日
別
時
に
就
く
事
が
で
き
た
。

　

十
七
日
に
父
、
上
京
。
母
は
知
恩
院
山
内
で
泊
り
込
み
で
別
時
に
就
い
た
。
母

が
歩
行
不
自
由
の
た
め
女
中
を
附
添
い
に
と
も
な
っ
た
。

　

十
八
日
、
今
日
も
学
校
を
休
ん
で
知
恩
院
へ
行
っ
た
。
昨
日
は
母
が
、
今
日
は

父
が
、
上
人
に
初
対
面
を
許
さ
れ
た
。

　

真
宗
の
忠
実
な
る
信
者
と
し
て
の
父
が
、
他
宗
の
本
山
で
木
魚
時し
ぐ
れ雨
の
中
に
お

い
て
終
日
、
念
仏
申
し
説
教
を
聴
聞
し
、
上
人
に
対
し
て
帰
依
心
を
深
め
得
た
事

は
ま
こ
と
に
幸
で
あ
る
。
し
か
る
に
兄
は
幾
度
か
の
招
き
に
も
応
せ
ず
、
自
宗
の

砦
に
立
籠
り
、
と
う
と
う
御
縁
を
結
ん
で
頂
け
な
か
っ
た
。
上
人
の
遷
化
に
遇
い

て
後
悔
し
、
墓
前
に
陳
謝
し
、
山
下
現
有
上
人
に
拝
謁
し
、
御
自
筆
の
お
名
号
を

頂
き
、
せ
め
て
も
の
思
い
遣
り
と
し
た
。
上
人
は
父
の
参
詣
を
お
悦
び
下
さ
れ
、
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〔
以
下
聞
書
〕

菱
田
隆
道

上
人
筆
記

中
井
常
次
郎
氏
筆
記

潮
田
藤
左
右
衛
門
氏
筆
記

長
々
と
御
法
話
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

日
中
は
勢せ
い

至し

堂ど
う

で
念
仏
三
昧
が
勤ご
ん

修し
ゅ
うさ
れ
、
夜
は
下
の
雪せ
っ

香こ
う

殿で
ん

で
『
礼
拝
儀
』
を

称
え
、
お
念
仏
を
申
し
、
お
説
教
を
聞
き
、
聖
歌
を
歌
っ
た
。
自
分
は
、
い
つ
も
第

一
線
に
席
を
占し

め
て
木
魚
を
打
ち
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
夕
食
後
、
夜
の
お
勤
め
の
始
ま
る
前
、
雪
香
殿
の
控
室
で
、
籠
島
咲
子

夫
人
の
お
話
を
初
め
て
承
っ
た
。
わ
が
為
に
は
そ
の
後
、
聖
母
と
し
て
信
仰
を
お
育

て
下
さ
っ
た
越
後
柏
崎
町
極
楽
寺
の
咲
子
夫
人
を
初
め
て
見
た
記
念
す
べ
き
日
で
あ

る
。
奥
様
は
良
く
太
り
、
ど
っ
し
り
と
落
ち
つ
き
の
あ
る
方
で
、
お
浄
土
の
荘
厳
に

就
い
て
、
三
昧
中
の
実
感
を
語
ら
れ
た
。
多
く
の
人
々
と
共
に
、
自
分
は
お
話
を
聞

い
た
。
夫
人
は
右
手
を
挙
げ
て
、「
こ
こ
に
仏
様
が
い
ら
し
て
、
今
、
私
の
言
葉
に

間
違
い
の
無
い
事
を
保
証
し
て
い
て
下
さ
る
か
ら
、
私
は
ど
な
た
の
前
で
も
安
心
し

て
お
話
が
で
き
ま
す
」
と
い
わ
れ
た
。
少
し
の
飾
り
気
も
無
い
そ
の
真
実
な
る
言
葉

と
態
度
に
感
激
し
た
自
分
は
、
涙
止
ま
ら
ず
、
合
掌
平
伏
し
た
。
こ
の
有
様
を
見
て

側
の
人
達
も
涙
を
流
し
て
お
話
を
拝
聴
し
た
。
自
分
は
こ
の
お
話
を
聞
き
、
己
が
懈け

怠た
い

を
戒
め
、
精
進
し
て
お
上
人
様
の
慈
恩
に
応こ
た

え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
励
ま
さ
れ
た
。

　

十
九
日
に
初
め
て
梅
子
が
知
恩
院
へ
来
て
、
上
人
様
に
挨
拶
を
申
し
上
げ
葡
萄
を
供

養
し
た
。
よ
ろ
こ
び
召
し
上
ら
れ
た
。
女
中
が
帰
郷
し
た
為
、
家
事
に
追
わ
れ
今
日
ま

で
登
山
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
隣
の
市
川
さ
ん
は
嵯
峨
か
ら
親
戚
の
娘

を
呼
び
寄
せ
、
手
伝
わ
せ
て
下
さ
っ
た
の
で
留
守
居
を
頼
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

二
十
日
の
正
午
に
別
時
が
終
っ
た
。一
同
御
廟
と
大
殿
に
参
拝
し
、お
別
れ
と
な
っ

た
。
そ
の
夜
、
私
共
は
上
人
を
京
都
駅
に
お
見
送
り
申
し
た
。
桑
田
上
人
は
、
満
願

の
日
に
雨
降
る
は
神
仏
の
感
応
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
っ
て
喜
ば
れ
た
。
平
三
郎

は
上
人
の
お
供
を
し
て
東
京
へ
帰
っ
た
。

〔
以
下
聞
書
〕

私
共
も
行
く
行
く
は
篤
信
者
に
よ
り
て
徹
夜
断
食
（
水
又

は
薄
き
粥
少
量
と
り
て
）、
無
言
の
三
昧
会
を
催
し
た
い
と

存
じ
て
居
り
ま
す
。
依
て
雑
談
を
御
遠
慮
下
さ
い
。

一
、
規
定
通
り
時
刻
を
た
が
え
ず
道
場
に
出
入
す
る
こ
と
。
休

み
時
に
は
な
る
べ
く
外
気
と
日
光
と
に
浴
す
る
こ
と
、
而

し
て
あ
ま
り
に
御
上
人
の
御
室
に
出
入
し
て
御
仕
事
と
御

休
養
の
さ
ま
た
げ
を
な
さ
ら
ぬ
様
に
願
い
ま
す
。
伺
い
度

い
事
は
夜
の
座
談
会
に
し
て
下
さ
い
。
日
中
は
念
仏
ば
か

り
に
身
も
心
を
も
献
げ
て
下
さ
い
。

一
、
食
事
。
朝
夕
は
雪せ

っ

香こ
う

殿で
ん

に
て
各
自
指
定
の
席
に
て
い
た
だ

く
事
。
箸
を
執
る
前
に
着
席
の
上
、
数
十
遍
の
念
仏
を
し

ま
す
。
柏ひ

ょ
う
し
ぎ

子
木〔
＝
割か

い

笏し
ゃ
く〕の
音
で
終
り
食
事
に
か
か
る
事
。

席
を
去
る
前
に
は
柏
子
木
に
よ
り
て
合
掌
念
仏
す
る
こ
と
。

（
た
べ
後
れ
た
方
は
念
仏
後
ゆ
る
ゆ
る
）
食
量
は
平
常
よ
り

も
軽
き
を
よ
し
と
す
。
昼
食
は
勢
至
堂
に
て
弁
当
を
差
上

げ
ま
す
。
弁
当
券
と
引
き
か
え
ま
す
。
茶
菓
を
一
切
出
し

ま
せ
ぬ
。
御
菓
子
を
持
来
せ
ぬ
様
に
願
い
ま
す
。
茶
が
ほ

し
い
方
は
単
独
に
貰
っ
て
下
さ
い
。

一
、
会
費
。
宿
り
込
み
の
方
は
一
日
一
円
の
割
で
す
。
こ
の
中

に
は
食
費
そ
の
他
一
切
の
費
用
が
込
め
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
弁
当
御
持
参
に
て
御
宅
よ
り
通
わ
る
る
方
は
一
日
四
十

銭
の
会
費
を
御
納
め
下
さ
い
。
弁
当
券
一
枚
十
五
銭
。

〔
※
潮
田
氏
の
聞
書
は
、
他
の
聞
書
と
対
照
す
る
と
、
十
七
日

午
前
の
法
話
途
中
か
ら
筆
記
開
始
の
よ
う
で
あ
る
。〕

8



筆記なし

十
月
十
六
日
午
前

　
　

別
時
念
仏
の
要
領

　

二
祖
（
鎮
西
）
上
人
は
八
ヶ
年
間
元
祖
（
法
然
上
人
）
に
従
わ
れ
て
法
を
求

め
ら
れ
た
。
そ
の
上
人
は
別
時
念
仏
の
心
得
に
つ
い
て
、「
念
仏
す
る
に
は
所
期

（
目
的
）が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」と
言
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
念
仏
に
は
目
的
が
あ
る
。

別
時
念
仏
の
目
的
は
見
仏
す
る
に
あ
る
。
そ
の
見
仏
に
二
通
り
あ
る
。

　

一
、
如
来
の
御
姿
を
見
奉
る
こ
と
。

　

二
、
如
来
の
御
心
を
見
奉
る
こ
と
。

　

最
初
は
煩
悩
の
た
め
に
念
仏
し
て
も
感
応
が
な
い
。
そ
れ
は
表
面
の
心
で
念

仏
す
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
念
仏
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
は
次
第
に
深
く

入
る
こ
と
が
で
き
る
。
蝋ろ

う

燭そ
く

に
点
火
す
る
間
は
暫し

ば
ら
く
な
れ
ど
も
、
一
度
火
を
点

ず
れ
ば
蝋
燭
の
あ
る
限
り
光
を
放
つ
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
に
信
仰
の
火
が
つ
く

の
は
し
ば
ら
く
の
間
で
あ
る
が
、
そ
の
人
一
生
涯
肉
体
の
あ
る
間
は
智
悲
の
光

明
生
活
と
な
っ
て
こ
の
世
界
で
燃
え
、
心
は
永え

い

生せ
い

と
な
っ
て
永
遠
の
光
の
中
に

住
む
よ
う
に
な
る
。
死
後
も
永
遠
の
光
明
と
し
て
輝
く
の
で
あ
る
。

　

動
物
生
活
の
み
な
ら
ば
、
人
生
は
闇
の
生
活
で
あ
る
。
如
来
の
光
明
を
受
け

る
の
が
人
生
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
光
明
を
心
に
燃
え
つ
け
る
の
が
念
仏
三
昧

の
目
的
で
あ
る
。
釈
尊
が
十
二
月
八
日
の
暁

あ
か
つ
きに
悟
り
を
聞
か
れ
た
の
は
、
阿
弥

陀
如
来
の
光
明
が
釈
尊
の
お
心
に
燃
え
つ
い
た
時
で
あ
る
。
元
祖
大
師
の
お
心

に
燃
え
つ
い
た
火
が
当
時
の
人
々
の
心
に
燃
え
移
り
、
今
に
輝
い
て
い
る
。

　
　

月
影
の
い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も

　
　
　
　

な
が
む
る
人
の
こ
こ
ろ
に
ぞ
す
む

　

弥
陀
の
光
明
は
照
さ
ざ
る
処
な
け
れ
ど
、
外
か
ら
は
見
え
ぬ
が
燃
え
つ
く
と

見
え
て
く
る
。

〔
十
月
十
六
日
午
前
〕

　
　
（
一
）
別
時
念
仏
の
要
領

　

二
祖
上
人
は
宗
祖
に
八
ケ
年
つ
き
添
う
た
方
で
あ
る
が
、
別
時

念
仏
の
心
得
に
就
い
て
「
念
仏
に
は
所
求
（
目
的
）
な
か
る
べ
か

ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。

　

ロ
ウ
ソ
ク
に
火
の
つ
く
の
は
暫
ら
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
火

は
ロ
ウ
ソ
ク
の
無
く
な
る
ま
で
燃
え
続
け
る
。
人
に
信
仰
の
火

の
つ
く
の
は
暫
ら
く
の
間
で
あ
る
が
、
そ
の
人
一
生
涯
光
明
生

活
と
な
っ
て
こ
の
世
界
で
燃
え
、
死
後
も
永
遠
の
光
明
と
し
て

輝
く
の
で
あ
る
。

　

動
物
生
活
の
み
な
ら
ば
、
人
生
は
闇
で
あ
る
。
如
来
の
光
明

を
受
け
る
の
が
人
生
の
目
的
で
あ
る
。
心
に
如
来
の
光
明
を
燃

え
つ
か
す
の
が
念
仏
三
昧
の
妙
行
で
あ
る
。
十
二
月
八
日
の
暁あ

け

方が
た

に
如
来
の
光
明
が
釈
尊
の
お
心
に
燃
え
つ
い
た
の
で
あ
る
。

元
祖
大
師
の
心
に
燃
え
つ
い
た
信
仰
の
火
は
当
時
の
人
の
心
に

燃
え
、
今
に
輝
い
て
い
る
。

　
　

月
影
の
到
ら
ぬ
里
は
無
け
れ
ど
も

　
　
　
　

な
が
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む

　

如
来
の
光
明
は
ど
こ
に
で
も
照
り
輝
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、

外
か
ら
見
え
な
い
。
信
仰
が
燃
え
つ
く
と
見
え
る
。
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筆記なし

　
　

念
仏
三
昧
を
宗
と
為
し
︑
往
生
浄
土
を
体
と
為
す

　

一
心
に
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、
弥
陀
と
自
分
の
心
と
が
一
つ
に
な
る
、
こ
れ
を

三
昧
と
い
う
。
闇
と
光
と
合
す
れ
ば
明
る
く
な
る
、
す
な
わ
ち
吾
人
の
煩
悩
が

霊
化
さ
れ
る
。

　

往
生
浄
土
に
は
二
通
り
の
別
が
あ
る
。『
大
原
問
答
』
に
示
さ
れ
た
所
か
ら

で
は
「
往
」
に
カ
ワ
ル

0

0

0

と
い
う
訓
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
往
生
と
は
弥
陀
の
光
明

中
に
生
ま
れ
更
る
こ
と
で
あ
る
。
生
ま
れ
更
り
に
、
心
の
生
ま
れ
更
り
と
身
の

生
ま
れ
更
り
が
あ
る
。
釈
尊
の
御
在
世
中
に
は
、
明
ら
か
に
こ
の
二
つ
が
あ
っ

た
。
有
余
涅
槃
と
無
余
涅
槃
が
あ
っ
た
。「
涅
槃
」
と
は
弥
陀
の
光
明
の
実
現

し
た
る
世
界
で
あ
る
。「
無
量
寿
世
界
」
と
は
常
楽
土
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の

光
明
生
活
に
有
余
と
無
余
と
の
二
種
が
あ
る
。「
有
余
」
と
は
肉
体
あ
れ
ど
も

教
え
の
ま
ま
に
修
行
す
れ
ば
、
心
の
世
界
で
は
常
楽
の
生
活
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
「
心
広
く
体
胖ゆ

た

か
な
り
」
と
な
る
。
心
が
暗
け
れ
ば
世
界
は
狭
い
。
信
仰

に
心
開
け
ぬ
間
は
人
の
心
は
狭
い
。
そ
の
と
き
は
こ
の
五
尺
の
肉
体
の
中
に
心

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
往
生
浄
土
を
体
と
為
す
」
と
は
、「
体
」
は
目
的
で
あ
る
。
念
仏
三
昧
の
目

的
は
智
悲
の
光
を
心
に
燃
え
つ
け
る
に
あ
る
。
心
の
置
き
所
が
正
し
く
確
か
で

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
御
光
は
移
ら
な
い
。
蝋ろ

う

燭そ
く

の
心し

ん

を
火
の
上
に
ま
っ
す
ぐ
に

持
っ
て
行
け
ば
す
ぐ
火
は
つ
く
が
、
方
向
を
誤
れ
ば
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
火
は

つ
か
ぬ
。
念
仏
三
昧
と
は
、
一
心
一
向
に
弥
陀
に
心
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。

心
の
向
け
方
を
誤
る
と
き
は
、い
か
に
努
力
し
て
も
信
仰
の
火
は
燃
え
つ
か
ぬ
。

　

蝋
燭
は
す
ぐ
火
は
燃
え
つ
く
が
、
信
仰
の
火
は
な
か
な
か
人
の
心
に
燃
え
つ

き
難
い
。そ
れ
は
三
障
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。三
障
と
は
業
障（
過
去
）、罪
障（
現

在
）、
煩
悩
障
（
未
来
）
を
い
う
。
日
常
働
く
五
欲
の
心
は
表
面
に
あ
る
か
ら
、

す
ぐ
感
じ
て
火
が
燃
え
つ
く
。
例
え
ば
人
前
で
辱

は
ず
か
しめ
ら
れ
る
と
怒
り
の
炎
は
す

菱
田
隆
道
上
人
筆
記

中
井
常
次
郎
氏
筆
記

潮
田
藤

左
右
衛

門
氏
筆

記

○
念
仏
三
昧
を
宗
と
な
し
、
往
生
浄
土
を
体
と
な
す
。

　

一
心
に
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、
自
分
と
阿
弥
陀
様
と
が
一
つ
に
な
る
。

こ
れ
を
三
昧
と
い
う
。
暗
と
光
明
と
合
す
れ
ば
明
る
く
な
る
。

　

往
生
浄
土
に
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。『
大
原
談
議
』に
往
生
に「
か
わ
る
」

と
い
う
訓
が
あ
る
。
即
ち
往
生
と
は
弥
陀
の
光
明
中
に
生
ま
れ
か
わ
る

事
で
あ
る
。

　

生
ま
れ
か
わ
り
に
、
心
の
生
ま
れ
更
わ
り
と
身
の
生
ま
れ
変
わ
り
と

あ
る
。
お
釈
迦
様
の
御
在
世
中
に
は
、
は
っ
き
り
有
余
と
無
余
の
両
涅

槃
が
有
っ
た
。
涅
槃
と
は
弥
陀
の
光
明
の
実
現
し
た
世
界
で
あ
る
。
そ

の
光
明
生
活
に
有
余
と
無
余
と
の
二
種
あ
る
。
有
余
涅
槃
と
は
肉
体
を

持
ち
な
が
ら
、
教
え
の
儘ま
ま

に
修
行
せ
ば
、
心
は
極
楽
の
生
活
と
な
る
事

で
あ
っ
て
「
心
ひ
ろ
く
、
体
ゆ
た
か
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
心
が
暗

い
と
世
の
中
は
狭
い
。
信
仰
心
が
開
け
ぬ
間
は
人
の
心
は
狭
い
。
こ
の

五
尺
の
身
体
を
心
の
住
居
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
往
生
浄
土
を
体
と
な
す
」
の
「
体
」
と
は
目
的
の
事
で
あ
る
。
弥
陀

の
光
明
を
心
に
燃
え
つ
け
る
の
が
念
仏
三
昧
の
目
的
で
あ
る
。

　

心
の
向
け
方
を
誤
る
時
は
、
如
何
に
努
力
し
て
も
信
仰
の
火
は
燃
え

つ
か
ぬ
。
念
仏
三
昧
と
は
、
一
心
に
心
を
弥
陀
に
向
け
る
事
で
あ
る
。

ロ
ウ
ソ
ク
を
燃
え
火
の
上
に
持
ち
行
け
ば
、
す
ぐ
火
は
燃
え
つ
く
け

れ
ど
も
、
信
仰
の
火
は
業
障
、
罪
障
の
た
め
に
、
な
か
な
か
燃
え
つ
き

難
い
。
常
に
働
い
て
い
る
五
欲
の
心
が
表
に
あ
る
か
ら
、
一
時
如
来
の

光
明
を
感
じ
て
も
、
な
か
な
か
心
に
燃
え
つ
か
ぬ
。
人
に
辱
め
ら
れ
る
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筆記なし

ぐ
心
に
燃
え
つ
く
。

　

け
れ
ど
も
心
の
奥
に
あ
る
仏
性
は
一
切
衆
生
が
悉
く
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
光
明
に
触
れ
な
い
。
善
導
大
師
は
「
三
障
が
除
か
れ
る

と
光
明
が
感
ぜ
ら
れ
て
く
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
。
た
だ
し
自

力
で
は
こ
の
三
障
は
な
か
な
か
除
か
れ
な
い
。
一
心
に
念
仏
す
れ
ば
如
来
の
炎

王
光
に
照
ら
さ
れ
て
焼
き
尽
く
さ
れ
る
。

　

業
障
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
障
り
で
、
前
生
か
ら
持
ち
越
し
の
障

り
で
あ
る
。
罪
障
は
こ
の
世
で
造
っ
た
罪
の
障
り
。
煩
悩
障
は
煩
悩
が
あ
る
か

ら
未
来
に
罪
を
造
り
、
そ
の
た
め
に
生
ず
る
障
り
で
あ
る
。

　　
「
聞
け
ど
も
聞
え
ず
、
見
れ
ど
も
見
え
ざ
る
は
、
三
悪
道
か
ら
初
め
て
人
間

世
界
に
生
れ
た
者
の
性
分
で
あ
る
」
と
経
に
説
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
説
法
を
聞

い
て
も
信
ぜ
ら
れ
ず
、
聖
者
を
見
て
も
聖
者
と
は
思
わ
ぬ
者
を
い
う
。
こ
れ
ら

の
人
々
は
説
法
を
聞
い
て
も
信
じ
よ
う
と
は
せ
ぬ
。

　

己
が
罪
を
何
に
照
ら
し
て
知
る
か
と
い
う
に
、
弥
陀
の
光
明
中
に
あ
り
な

が
ら
、
そ
れ
が
心
に
燃
え
つ
か
ぬ
は
、
自
分
の
業
障
の
せ
い
で
あ
る
。
故
に

「
念ね

ん

々ね
ん

称し
ょ
う

名み
ょ
う

常じ
ょ
う

懺さ
ん

悔げ

」〔
出
典
―
善
導
大
師
『
般は

ん

舟じ
ゅ

讃さ
ん

』〕
と
懺
悔
の
涙
を
流
し

て
罪
を
解
い
て
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
業
障
が
薄
ら
い
で
く
れ
ば
光
明
を
感

ず
る
よ
う
に
な
る
。
光
明
が
心
に
燃
え
つ
け
ば
、
そ
の
人
の
生
活
が
光
明
生
活

と
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
か
ら
の
日
暮
ら
し
は
、
極
楽
世
界
へ
の
旅
と
な
る
。

蝋
燭
は
重
さ
な
き
火
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
三
悪
道
の
重
罪
も
如
来

の
光
明
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

と
怒い
か

り
の
炎
は
直
ぐ
心
に
燃
え
つ
く
。

　

一
切
の
衆
生
は
悉
く
仏
性
を
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
仏
性
は
煩
悩

に
覆
わ
れ
て
光
明
に
触
れ
な
い
。
業
障
、
罪
障
、
煩
悩
障
と
い
う
三
障

が
除
か
れ
る
と
光
明
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
障
は
自
力
で
は
、

な
か
な
か
除
か
れ
な
い
。
一
心
に
念
仏
す
れ
ば
炎
王
光
に
照
ら
さ
れ
て

障
り
は
除
か
れ
る
。

　

業　

障
―
―
生
ま
れ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
障

　

罪　

障
―
―
こ
の
世
で
造
っ
た
罪
の
障

　

煩
悩
障
―
―
煩
悩
が
有
る
か
ら
未
来
に
罪
を
造
り
、
そ
の
た
め
に
生

　
　
　
　
　
　

ず
る
障
り
で
あ
る
。

　

聞
け
ど
も
聞
こ
え
ず
（
説
法
を
聞
い
て
も
信
ぜ
ら
れ
ぬ
事
）、
見
れ
ど

も
見
え
ざ
る
は
（
聖
者
を
見
て
も
聖
者
と
は
思
わ
ぬ
）
初
め
て
三
悪
道

か
ら
人
間
世
界
に
生
ま
れ
た
人
で
あ
る
と
経
に
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
説
法
を
聞
い
て
も
信
じ
よ
う
と
は
せ
ぬ
。

　

ど
う
す
れ
ば
自
分
の
罪
を
知
る
事
が
で
き
る
か
。
弥
陀
の
光
明
中
に

あ
り
な
が
ら
、
信
仰
の
火
が
燃
え
つ
か
ぬ
は
、
業
障
の
為
で
あ
る
。
念
々

称
名
、
常
懺
悔
と
懺
悔
の
涙
を
流
し
て
障
り
を
除
い
て
頂
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
業
障
が
薄
ら
げ
ば
、
光
明
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
。
光
明
が
心
に

燃
え
つ
け
ば
、
一
生
の
間
光
明
生
活
と
な
る
。
即
ち
そ
れ
か
ら
の
日
暮

ら
し
は
、
極
楽
世
界
へ
の
旅
と
な
る
。
ロ
ウ
ソ
ク
は
重
さ
の
無
い
火
に

食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
三
悪
道
の
罪
も
如
来
の
光
明
に
食
べ
ら

れ
て
し
ま
う
。

〔
十
六
日
午
前
の
法
話　

完
〕
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